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なぜ放射線を測定したか？

・当初、放射能汚染に関するデータが全くない状態

（特に関東以西や山岳地域）

・野外調査中の自分の身の安全を図るために必要

・放射性微粒子の拡散・堆積の仕方が降下火山灰と似

ている（火山学の知識が活用できる）

・放射線リスクに対する一種のハザードマップとして

利用可能（火山防災学、災害情報学の応用問題）



測定機器・測定条件

測定機関・測定数

・シンチレーションカウンター
（CsI結晶センサー）
によってγ線のみを測定

　クリアパルス社　Mr.Gamma	
 A2700
（補助的に米国RAE	
 Systems社の同方式
線量計DoseRAE2	
 PRM-1200）

・測定場所は、草地上１ｍに統一

2011年7月~2012年1月、静岡県東部を中心と

して、山梨県・神奈川県の一部を含む約800点



降下火山灰との類似性
・降下火山灰の保存が悪い場所＝線量が低い	
 →×不採用

　（急斜面、地形の険しい場所、舗装路面や裸地など）

・降下火山灰が吹き溜まる場所＝線量が高い	
 →×不採用

　（側溝、斜面の下、谷の出口など）

・降下火山灰の保存が良い場所＝線量が中程度

　（地形が平坦で草が繁茂した場所）→◯データとして採用
注意：植物に吸着しても、その地点の総線量が高くなるわけでは

ない。むしろ他に移動しにくくなるため、降下時の線量が保存さ

れやすい

降下火山灰との違い
・自然放射線（地層・岩石・人工物の石材）の影響を受

ける（岩石の放射性カリウム、ウラン、トリウム含有量

の差により、影響の程度は岩質により異なる）
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静岡県設置（＋神奈川県内）
の主要空中放射線モニタリン
グポストのデータをグラフ化

放射性微粒子の降下タイミング

おそらく北東風で弱い降雨
のあった3/21夜~3/22に降
下したと思われる（3/15は
降雨なし）



放射性微粒子の降下タイミング 早川（2011）

09:30到達
(11:30最大
=0.089μGy/h)

・茅ヶ崎　
　07:00	
 (0.086μSv/h)
　12:00	
 (0.182μSv/h)

14:30到達
(24:30最大
=0.071μGy/h)

・茅ヶ崎　
　14:00	
 (0.081μSv/h)
　25:00	
 (0.113μSv/h)

３月１５日 ３月２１日
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nnistarさんがまとめた
全国の自治体による校庭
などの線量測定データを
r_isotopeさんが処理

伊豆付近の微量汚染あり

早川（2011）

伊豆付近の微量汚染あり

主として全国の自治
体による線量測定
データをもとに分析



文科省の航空機モニタリング結果

（地上1ｍの空間線量率換算）

0.1μSv/h以下がすべて紺色で示さ
れるため、低線量地域の分析には不
向き（例えば足柄茶栽培域の汚染状
況が不明など）



参考：主な自然石・石材の放射線量（表面、単位μSv/h）

静岡大学教育学部岩石庭園（静岡県内の主要

岩石を集めて展示）（草地上1m:0.055）

花崗閃緑岩0.080、頁岩0.065、変ハンレイ岩

0.030、石灰岩0.040、玄武岩0.045、流紋岩

0.070、安山岩0.045、軽石凝灰岩0.050、凝

灰角礫岩0.040、泥岩0.055、砂岩0.080

静岡市内のホームセンター石材売り場（草地

上1m:0.06）

ベルギーレンガ0.135、タフブロック0.360、

オランダレンガ0.115、赤レンガ0.115、フラ

ンスレンガ0.100、ドイツレンガ0.100、ベル

ギーレンガ別種0.120、豪州レンガ0.075、大

理石0.030、みかげ石0.090、高級みかげ石

0.130



静岡県の地上放射線量率
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静岡県の地上放射線量率

0.130 浜松付近の地上放射線量率



岩石の化学分析データから換算した
自然放射線量マップ（日本地質学会Web）

U,Th,Kの含有量→線量率

富士川付近を境にした線量率

の東西の違いがよく出ている



実測による自然放射線量マップ（湊、2006）

富士川付近を境にした線量率

の東西の違いがよく出ている



日本列島の地質図（産総研）

東日本の低線量傾向：

カリウムの低い火山岩

とそれらを起源とする

堆積岩が広く分布する

から

西日本の高線量傾向：

カリウムを多く含む変

成岩・花崗岩とそれら

を起源とする堆積岩が

広く分布するから



0.130

3.11以後の実測値(小山による)

実測値（3.11以前）
湊(2006)による

岩石の化学成分から
の換算値（3.11以前）
日本地質学会による 地質図(産総研)



道南との比較 静岡県の地上放射線量率

0.130

四万十帯の砂
岩による若干
高めの線量↓

富士箱根伊豆地域
と同じ低カリウム
の火山岩類分布域

非火山地域起源の
岩石分布域
＝カリウム含有量
の高い岩石が広く
存在する場所

火山起源の
岩石分布域
＝カリウム含
有量の低い岩
石が大部分を
占める

問題は
ここ



静岡県の地上放射線量率

四万十帯の
砂岩による
若干高めの
線量↓

富士川以西の多くの地点で
0.06以上：もともと同程度
の線量があったと思われる
場所（既存の自然放射線量
マップとの比較から）

一方、富士箱根伊豆地域
は、Kの低い火山岩類の分
布域であり、本来はすべて
0.03かそれ以下の場所

よって、伊東～小田原地域
の線量が周囲より高いの
は、残念ながら福島原発に
由来する放射性微粒子が降
下したためと考えられ、上
乗せ分として考慮しなけれ
ばならない

福島
原発
由来

0.130



静岡県の地上放射線量率
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スペクトル線量計TN100
（NaIシンチレータ）で
10分間測定



静岡県中~東部の地上放射線量率

足柄茶と静岡茶（ここでは藁科
と庵原を指す）の栽培地区の現
在の線量はともに0.06-0.08。
しかし、元の線量は足柄0.03程
度、静岡0.06程度であり、原発
事故による足柄での上乗せ分が
大きい。このため、一番茶のみ
規制値を超えた静岡茶に対し、
足柄茶が二番茶・三番茶でも規
制値超えを出したとみられる

静岡茶

足柄茶

0.130



伊豆半島北部の地上放射線量率
線量の高い場所が、地形
に依存して分布する傾向
が読み取れる。相模湾に
面した、やや標高の高い
地区で線量が高い一方
で、分水嶺の西側で線量
は急に低下。こうした傾
向は、放射性微粒子を含
んだ風が相模湾側から吹
きつけ、地形に沿ってや
や上昇することで雲が生
じ、霧や降雨となって微
粒子が付着・落下したこ
とで説明可能

熱海

伊東

網代

真鶴岬

修善寺

湯ヶ島

小田原

三島

0.130



伊豆半島北部の地上放射線量率
線量の高い場所が、地形
に依存して分布する傾向
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雲の発生

上
昇
気
流

^＿^ゞ
相模湾伊豆半島

降雨または
霧の付着



伊豆半島北部の地上放射線量率

放射性微粒子を含んだ風が
相模湾側から吹きつけ、地
形に沿ってやや上昇するこ
とで雲が生じ、霧や降雨と
なって微粒子が付着・落下
したことで説明可能
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伊豆

（株）ヴィジブルインフォ
　　　メーションセンター

気象庁



伊豆半島北東部の地上放射線量率

0.08等値線の中では

軒下や排水路の汚泥

など、0.06等値線の

中では濃縮が起きや

すい動植物（きの

こ、川魚、野生動物

など）や焼却灰（刈

られた野草）などへ

の注意がとくに必要

だろう

実際に0.08等値線の

中では、局部的に

0.1μSv/hを若干越

える地点あり（＝東

京都区内の汚染に匹

敵）探せばさらに濃

縮した場所が発見さ

れるだろう

伊東市

伊豆市

熱海市

伊豆の国市

0.130


